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１．目的１．目的：：沖縄県民の長寿の原因の一つとして，海藻や魚介類を頻繁に食べることが挙げられます。
すでに，魚の蛋白質を酵素分解して得られるペプチドが，アンジオテンシンⅠ変換酵素
（ACE）を阻害して血圧の上昇を抑制することが知られており，健康食品にも利用されてい
ます。そこで魚以外の沖縄特産品として，海藻とシャコガイを取り上げ，長寿に関係の深い
血圧の面から調査しました。

２．結果２．結果：：シャコガイとモズク盤状体の蛋白質酵素分解物は，顕著な血圧上昇抑制作用を示しました。
その他の海藻の蛋白分解物も同様な作用を示し，沖縄産海藻類が健康食品であることを
裏付けました。

蛋白質分解物の血圧上昇抑制効果からみた沖縄産海産物蛋白質分解物の血圧上昇抑制効果からみた沖縄産海産物

２．研究内容２．研究内容
◆研究素材
オキナワモズク，培養オキナワモズク盤状体（沖縄県水
産試験場），アナアオサ，ヒジキ，クビレズタ（海ぶどう），
ヒメシャコガイはいずれも沖縄県内から採取し，使用し
た。海藻試料は凍結乾燥した後に粉砕した。ヒメシャコ
ガイは，各部位に分別した。

◆ACE阻害活性試験

３．研究成果３．研究成果
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◆蛋白質の酵素分解

４．今後の展開４．今後の展開

ヒメシャコガイにおいても強いACE阻害活性が確認され
たので，各部位ごとの阻害率を調べたところ，食用部
位である筋肉が最も強い活性を示した。

オキナワモズク盤状体
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67mU ＡＣＥ溶液／50mMホウ酸緩衝液 50μl
各試料溶液 15μl

37℃で7分間プレインキュベート

7.6mM 基質溶液(HipHisLeu)／608mM NaCl・ホウ酸緩衝液 12.5μl添加

37℃で30分間インキュベート

10% TFA溶液20μl添加

HPLC, 228nmで遊離ヒプリル酸を検出

限界濾過し，5,000 NMWL以下を回収

海藻乾燥試料( 250mg) / 蒸留水(10ml)

ホモジナイズ

2N HClでpH 2に調整

消化酵素ペプシンを加える (75mg)

攪拌後，インキュベート 45℃ で 5時間

2N NaOHでpH 7 に調整

100℃で10分加熱
遠心濾過
蒸留水で25ml にメスアップ

ACE阻害活性試験

200 mlを減圧乾固
ホウ酸バッファーで再溶解

オキナワモズク
盤状体は蛋白
質が豊富！

図．ヒメシャコガイのACE阻害活性
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表．沖縄産海産物のACE阻害活性IC50値
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図．オキナワモスク盤状体の成分組成
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亜熱帯生物資源の高度利用技術の開発

5種全ての海藻でACE阻害活性が確認され，ペプ
シン消化で生成するペプチドによる作用と推定した。
海藻中で最も活性の強かったオキナワモズク盤状
体では，タンパク質含量が高い。よって，オキナワモ
ズク盤状体には活性の強いペプチドが高濃度に含
まれていることが示唆された。クビレズタでは，出荷
時に殆ど廃棄されている茎状部でも活性を示したこ
とから，養殖後の再利用の可能性が考えられる。

今回調べた県産海産物の中でも，蛋白質含量が高く，
陸上での培養が可能なオキナワモズク盤状体は機能
性素材として有望であると考えた。その他の県産海産
物についても，現在は主に生鮮食材として利用されて
いるが，科学的なデータを整備することによって，具体
的な健康機能を謳った機能性素材としての利用が期
待される。

ＪＳＴ沖縄県地域結集型共同研究事業




